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(1) 動機：近年 SNS の普及により，サイバー空間にお

けるユーザ間の交流が活発となっている．それに

伴い，サイバー空間における交友関係の分析・構

造化についての研究も行われており，実世界とサ

イバー空間における人間の行動が互いに及ぼす

影響を探ることが重要となってきている．しかし，サ

イバー空間の交友関係の分析・構造化において用

いられる手法の多くがノードとエッジを用いた，SNS
の普及以前から見られるものである．この手法は，

各ノードのつながりを表現するには適しているが，

そのつながりを形成させる要因，つながりの強さを

表現するには不十分な点がある．そこで，実世界

における都市の構造にならい，サイバー空間にお

けるユーザの交友関係を構造化することで従来の

手法では表現できなかった要因を明らかにすること

を目的とした．  
(2) アプローチ：本稿では，SNS の中でも最も多くのユ

ーザ数を持つ facebook における交友関係を扱う．

特 定 の ユ ー ザ の 交 友 関 係 に 関 わ る デ ー タ を

facebook API を用いて取得し，実世界における都

市の構成要素と SNS 特有のコンテクストの関連[図
１右下]に着目しながら構造化を行う．この手法を用

いた結果を示し，従来の手法との比較を行う． 
 

(3) 意義：従来の手法では表現できなかったユーザ間

のつながりの強弱，交流頻度を表現することで，サ

イバー空間におけるユーザの行動と実世界との関

係性を分析でき、同時に SNS 特有の構成要素を

見つけ出すことができる可能性もある．また各ユー

ザの環境に適した行動支援や，実世界へのフィー

ドバックを得ることで新たなサービスを展開できる可

能性がある.  
(4) 特徴： 

・ 実世界の都市の構成要素をもとにした構造化． 
・ 従来の手法に比べ、情報量が多くなっても視認

性を維持することができる．  
・ 現時点におけるユーザの交友関係だけでなく，

過去も含めた時系列アニメーションを生成する

ことで，ユーザの交友関係の変遷を見てとること

が可能である． 
(5) 今後の展開：より精度の高い交友関係の構造化を

行うためには，多くののユーザに対する構造化の

結果を得ることが重要となるため，アプリケーション

の開発を中心に機能の拡充を図る予定である.  
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         図 1： a 構造化の例，b ユーザ間の交流を示すアニメーションの例， 
             c ユーザの友達の分布の例．これによりユーザの所属等が容易に識別できる． 


